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歩けない 子 の 保育方法の
一

例
○ 冨岡　倫子 　　石 原

　 （第二 白ゆ り保育園）

仁美　　森 英子

（その 2）
和多 美知子

　（順 正短期大学）

1 、 研究 目的

　A 児は、嘱託医診断 で、「8 ヶ月 の 早 産 で 生下時の 仮

死 に よ る運動障害、（平成 13 年 10 月身体障害者手帳

2 級）母親 の 言 う言葉は何 とか理解す る」 とい う診断

が下 され て い た。しか し、両親は生計維持の ために 共

働 きの 必 要性 あ り との 福祉事務所よ りの 要請で 、平成

12 年 4 月 満 3 歳 で 入 園 して きた。そ こ で 、保育園 と

して は、保育者の 連携チ
ーム を結成 し、主 と して 生活

習慣の 自立 と、歩行練習 と鉄棒による身体全機能の 回

復 を め ざして 3年間保育を展開 して きた結果、卒園ま

で に は 軽い 補助で 健常児 にま じ り生活で きる状態に ま

で 回 復す る こ とが で きた。こ の 段階まで の 経過につ い

て は第56 回保育学会で 発表 して い る 。 この た び は、

卒園に際し歩行練習な ど保護者に 家庭生 活で の 対応 の

仕方
・学童保育の 必要性な どに つ い て 話 し合 い 、小学

校 に A 児を送 り出 して 以後の A 児を とりま く人的・物

的環境の 追究とA 児 の 変容につ い て述べ る。

2 、 研究方 法

　昨年 に 引き続き 「よ りよい 生活習慣が身に付き、自

力で 立っ て地面にきちん と陞を つ けて 短距離 で も上手

に補助 な しで歩 くこ と が 出来れば」 とい う願 い を込 め

て よ りよ い 方法を模索、研究を深 め る。

（1） 保護者と の 連携を深 め 学童 保育 へ の 参 加 を実

　　　 施する。

〔2）

（3 ）

（4 ）

（5 ）

昨年まで と同様 に 保育者の 連携チーム を作 る。

下校後、保育園で 歩行練習 （歩行距離測定も

含め て）と鉄棒で の 後回 り100 回 （回転時

間測定） を実 施 す る 。

夏休み 中は毎 日保育園に 登園 して、歩行練習

＋プー
ル で全身を使っ て の 泳ぎを実施す る。

週 1 回 岡山駅を中心に繁華街 で の 歩行を継続

実施す る。（午前 9 時 か ら 12 時まで の 3 時

間〉

3 、 研究経過

05 月 20 日 （火） か ら保護者 の 協力 に よ り学童保

　育に参加す る こ とに な っ た 。

05 月 21 日 （水） に小学校の 担任及び補助の 先生

　が来園し、これまで の 研究経過を報告、学校生活

　で も出来 る範囲で の 協力 を依頼した 。

○学童保育で は、鉄棒 と、歩行練習を重点的指導項

　 目と して実施し 、 夏休み中は 、 毎日前記 2点 にプ

　ラ ス して 全身 の 柔軟性及 び 特に足 の 動き に 重点

　 をお い た水泳を取 り入れた。

○夏休 み も あ と
一

週 間 となっ た 8 月 22 日に、小 学

　校 の 担任お よび 補助の 先生 が 再度来園、A 児の 生

　 き生きとした成長振 りに驚 かれる。そ こ で、夏休

　み中の 状況 を報告 し、今後 の 協力方法を話 し合 っ

　 た。

○身体発達の 状況把握 の
一

貫 と して 足 型 も継続 し

　て毎月採取 し検討 を加 え て きた。

011 月 ま で は、補助 な しで 自力 で 約 200m 位歩 け

　るよ うに は な っ て い た が指 1本とい うよ うな軽

　い 補 助 が ない と鳥の 軽い 歩みの よ うな つ ま先を

　使 っ て の 歩き方にな り踵 をつ けて 歩 くこ とが 出

　来なか っ た。しか し、12 月 18 日に始めて 右足

　 を踵まで つ けて 自力 で 3 歩歩 くこ とが 出来た。そ

　の 後、12 月末まで に は、6 〜7 歩右 足 が 踵まで

　つ い て 歩くこ とが出 来 る よ うに なっ た 。

○鉄棒 で は逆上 が り 1 回、連続後回 り 100 回 を 自

　力 で 昨年度末は 20 分 か けて 回 っ て い た が、平成

　 16 年 1月 始 め に は 、5分台 で 回 れ る ま で に 上 達

　 して き た 。

4 、 研究結果

（1）

（2）

平成 15 年 4 月に は、小学校 に 入 る とい う生

活環境 の 変化 に よ っ て 、脚力が
一

時的 に鈍 っ

て い る こ とに驚き、5 月 か ら保育園 で の 学童

保育に参加 させ るこ とに し た。そ して 再び継

続して きた全身 ・全感覚機能 の 発達を促す た

め の 研究態勢が とれ る よ うに な っ た。

学童保育で は同学年や 1 〜2 年先輩 の 友達が

鉄棒で楽し くス ピード競争を取 り入 れ て くれ、

プー
ル で の ダイ ナ ミ ッ ク な泳ぎ 、 宿題指導な

ど常に温か い 協力 が 得 られた た め に保育者の
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　　　力以上 の 喜 々 とした A 児 の 笑顔 が 見 られ た 。

　　　 （A 児 に と っ て学童保育とい う子 ど も集団 は

　　　とて も意義 ある存在だ っ た と改め て痛感 し

　　　た。）

（3 ） 夏休 み中水泳を重点項 目に 取 り入 れた こ とに

　　　よ り、 脚力 の 発達も促 進 され、股 関節 も柔軟

　　　に な り 、 歩行 に も 良い 影響がみ られた。

（4）　 コ ツ コ ツ と弛まず歩行練習を く り返す こ とに

　　　よっ て、3 時間 とい う限 られ た 時間内で の 歩

　　 行距離が どん どん延び、歩く姿勢も徐 々 に よ

　　　くな っ て 歩幅及 び 速度 に 変化 が み られ て きた。

　　　 （下記参照）その 上 足型 に み られ る よ うに足

　　　裏全体を踏み つ ける力も強くなっ た。

昨年に 引き紛 き衂μノ齪 酉 ρ を棘 に 週 1 回難

街 を
一

歩
一

歩麺 雇ア〜ご齪 雰ぎを き ちん とつ ’プて歩

〃⊃た 佐 手樫 〃顴襯 で，房i醗 燗 〃ず 7Z63 觸

4 月 往復で 約 946m

5 月 往復で 約 962m

6 月 往復で 約 1091皿

・7 月 往復で 約 1091m

8月 往復で 約 1091m

9 月 往復で 約1331m

10月 往復で 約 2000m

11月 往復で 約 2306m

12月 往復で 約 3440m

1 月 往復で 約4000m

（5）　鉄棒 （逆上が り　 1回、連続後回 り　 100

　　　回）を毎 日繰 り返 す こ とに よっ て 、回転速度

　　　が増す と同時 に、鉄棒をする前の 体温 と回転

　　　後 の 体温 に 変化 が殆 ど見 られ な く な り、安定

　　　した動き で の 身体機能 の 回復 をみ る こ とが 出

　　　来た。

　　　 その 上 に体型 に も変化が み られ 、背骨の 湾曲

　　　が徐 々 に矯 正 され て きて 背筋が伸び 同 時に 歩

　　 幅も大きくなっ て きて い る。

（6 ） また、学童 保育を通 して 同 年齢 の 友だちとの 楽

　　　しい 競争などの よ うな刺激 を 受け て、仲間 作 り

　　　も積極的に で きる よ うに なり、社会性を身にっ

　　　けて きて い るこ とが確認出来た 。 同時 に豊か な

　　 言語発達 も見 られ る ようになっ た。

5 、 ま とめ

（1）

（2 ）

（3 ）

（4 ）

　 こ の 研究を通 して、A 児 か ら多くの こ とを

学ぶ こ とがで きた。健康児が瞬間瞬間 に脱皮

して い く
一

コ マ
ー

コ マ をA 児は ス ロ
ーモ ーシ

ョ ン 画像 を通 して 保育者が今ま で 気に も とめ

て い なか っ た り見 落 と して い た動きの 些細な

一
場面

一
場面の 脱皮 の 様子 を 画像 の 中 に 写 し

出 して くれて い る。

　 例えば、「こんなとこ ろが坂になっ て い たの

か と思わず振 り返 るゆるや か な傾斜面 」で は 0

歳児が 歩 み 始め た 当所味わ っ て い る で あろ う

歩みの 難し さが 見られ 、
「階段 の 昇 り降 りの 足

どりの 徐 々 に変化 して い く動きの 克明 な様子 」

を見る こ とが出来たり、「子 ども靴」 の 靴裏の

材料の 違 い に よ る 固 さの 違 い や踵などの 高 さ

に よる微妙な違い が、歩行 を極度に妨げた り助

長 し て い る こ とな どな ど年齢発達 上 に 大 切 な

細 か な心配 りが 必要な場面を改 め て 知 っ た。

（現在の 子 ど も靴に は キ ャ ラ ク タ
ー

などの つ

い た 子 ど も の 田 を楽 しま せ る もの が多く売 ら

れ て い て 、「子 ど もの 発達を助長す る」 こ とが

如何 に 疎 ん じ られ て い る か な ど を改め て 痛感

した）

　ま た 、 保育園とい う0 歳 か ら就学前児、そ

して、学童まで が い る子 どもの 大集団の 力 が

A 児に とっ て、とて も大切な原動力 に な っ た

こ と。

そ して 、毎 目 の コ ツ コ ツ と した繰り返 しの 動

き の 積み 重ねが、如何 に 大切 で ある か などを

改め て痛感した e

その 上 に、保護者 との 連携 だ けで な く小学校

や地域社会 との 連携が で きた こ とで よ り効果

的に研究を進める こ とが 出来た。

6 、 今後 の 課題

　上記 の よ うに して 小学校 1年生にな っ たA 児 の 歩

行 が一
応完成に 向けて着々 と効果 を あ げて きて い る 。

しか し、定着す るまで に は、あと
一
年 は今ま で 同様、

た ゆみな い 努力 を A 児 と共 に歩 ん で行 き、見 守 り続け

る必要があると思われる。
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